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プ
ロ
野
球
の
ウ
エ
ス
タ
ン
リ
ー
グ

公
式
戦
『
福
岡
ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク
ス

対
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
』が
六
月
一
日
、

本
市
野
球
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
昨
年
、
昨
年
に
続
き
三
回
目
と

な
る
今
年
は
、
市
制
施
行
50
周
年
記

念
大
会
と
し
て
開
催
さ
れ
、
市
内
外

か
ら
訪
れ
た
約
三
千
人
が
公
式
戦
な

ら
で
は
の
白
熱
し
た
試
合
を
観
戦
し

ま
し
た
。

試
合
前
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
斉
藤

市
長
に
よ
る
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
両
チ
ー
ム
監
督
と
県
内
高
校
出

身
の
川
崎
、
杉
内
両
選
手
に
地
元
中

学
生
か
ら
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

試
合
は
、
中
日
が
序
盤
に
筒
井
選

手
の
一
号
ソ
ロ
ホ
ー
ム
ラ
ン
な
ど
で

二
点
を
先
制
。
ダ
イ
エ
ー
も
七
回
に

五
点
を
挙
げ
て
逆
転
し
ま
し
た
が
、

中
日
が
最
終
回
に
再
び
逆
転
、
七
対

五
で
そ
の
ま
ま
逃
げ
き
り
、
対
戦
成

績
を
四
勝
三
敗
と
し
ま
し
た
。

ダ
イ
エ
ー
で
は
、
川
崎
選
手
（
鹿

工
高
卒
）
や
こ
こ
数
年
、
本
市
で
自

主
ト
レ
を
行
っ
て
い
る
松
、
杉
山
、

加
藤
選
手
ら
も
出
場
し
、
観
客
か
ら

は
ひ
と
き
わ
大
き
な
声
援
が
贈
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
期
待
の
新
人

左
腕
、
杉
内
選
手
（
鹿
実
高
卒
）
も

登
板
こ
そ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

ブ
ル
ペ
ン
で
投
球
練
習
を
行
う
な
ど

地
元
フ
ァ
ン
に
元
気
な
姿
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
試
合
終
了
後
は
市
内
の
小

中
学
生
ら
を
対
象
に
し
た
野
球
教
室

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
教
室
で
は
、
試

合
を
終
え
た
ば
か
り
の
選
手
ら
が
約

百
五
十
人
の
子
ど
も
た
ち
に
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
や
守
備
、
打
撃
の
基
礎
を

中
心
に
丁
寧
に
指
導
。
あ
こ
が
れ
の

プ
ロ
野
球
選
手
か
ら
の
貴
重
な
ア
ド

バ
イ
ス
に
、
子
ど
も
た
ち
も
い
き
い

き
と
し
た
表
情
で
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

－２－

試合前には、川崎選手（手前）、杉内選手
（奥）によるサイン会もありました。

始球式では、オール阿久根小学部の熊井綾
美さんがナイスピッチング。

◇試合結果　　ダイエーVS中日（７回戦）　ダイエー　３勝４敗

（中）栗山、山崎、洗平、岡本、小山──清水
（ダ）広田、誠、松、水田──笹川、杉山
【本塁打】　筒井（１号、広田）

チーム名 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 合計

中　　日 

ダイエー 

０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ５ ７ 

０ ０ ０ ０ ０ ０ ５ ０ ０ ５ 

プロ野球の公式戦ならではの白熱した試合を存分に楽しむ観客

野
球
教
室
で
は
、
あ
こ
が
れ
の
選
手
ら
が
直
接
指
導
Y

市
制
施
行
50
周
年
記
念
ウ
エ
ス
タ
ン
リ
ー
グ
公
式
戦

『
福
岡
ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク
ス
　
対
　
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
』



市
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
六
月
二
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国

公
開
番
組
『
に
っ
ぽ
ん
愉
快
家
族
』

の
収
録
が
市
総
合
体
育
館
で
あ
り
ま

し
た
。

同
番
組
は
、
司
会
の
コ
ロ
ッ
ケ
、

華
原
朋
美
、
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
の

皆
さ
ん
が
全
国
各
地
を
訪
れ
、
地
元

の
モ
ノ
マ
ネ
名
人
や
あ
っ
と
驚
く
よ

う
な
す
ご
い
人
、
愉
快
な
家
族
な
ど

に
登
場
し
て
も
ら
い
、
ゲ
ス
ト
を
交

え
な
が
ら
視
聴
者
に
楽
し
ん
で
も
ら

う
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
人
気
番
組
で
す
。

こ
の
日
は
、
あ
ら
か
じ
め
ハ
ガ
キ

で
入
場
を
申
し
込
ん
で
い
た
約
千
五

百
人
の
観
客
が
詰
め
か
け
た
会
場
で
、

歌
手
の
布
施
明
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎

え
、
午
後
六
時
か
ら
収
録
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
ば
れ
た
七

人
が
自
慢
の
モ
ノ
マ
ネ
を
披
露
し
た

「
あ
な
た
も
コ
ロ
ッ
ケ
Y
マ
ネ
×
２

バ
ト
ル
」、
米
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
選

手
の
グ
ロ
ー
ブ
作
り
を
手
が
け
る
達

人
を
ク
イ
ズ
形
式
で
当
て
る
「
こ
こ

ス
ゴ
IN
阿
久
根
」
な
ど
多
彩
な
コ
ー

ナ
ー
で
司
会
者
と
地
元
の
出
演
者
に

よ
る
楽
し
い
や
り
と
り
が
交
わ
さ

れ
、
客
席
か
ら
も
笑
い
声
が
絶
え
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
番
組
の
タ
イ

ト
ル
に
も
な
っ
て
い
る
「
に
っ
ぽ
ん

愉
快
家
族
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
倉

津
区
の
東
園
さ
ん
一
家
（
倉
津
秀
雄

さ
ん
・
東
園
啓
一
郎
さ
ん
・
明
美
さ

ん
・
萌
さ
ん
・
多
希
さ
ん
・
奈
々
さ

ん
・
球
児
郎
く
ん
）
が
出
演
し
、
愉

快
な
家
族
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
紹

介
。
明
る
く
楽
し
い
一
家
に
、
観
客

か
ら
も
温
か
い
拍
手
が
贈
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

こ
の
日
収
録
さ
れ
た
内
容
は
七
月

十
四
日
、
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
Ｎ

Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
で
全
国
に
放
映
さ

ま
し
た
。

－３－

モノマネ・達人・愉快家族‥‥市民も多数出演

笑いあり驚きありの愉快なひととき笑いあり驚きありの愉快なひととき
市制施行50周年記念

ＮＨＫ全国公開番組『にっぽん愉快家族』収録

米メジャーリーグのスーパースター

あのバリー・ボンズのグローブ
作るすごい人も出演

番組の中で地域のスゴーい人をクイズで紹介する「ここス
ゴIN阿久根」のコーナーでは、米メジャーリーグのスーパー
スター、サンフランシスコ・ジャイアンツのバリー・ボンズ
選手のグローブを作るすごい人として、ケイエスケイ㈱の村
井英明社長が登場しました。

野球用グローブ等を製造する同社では、その高い技術力が
評価され、十数年前から米メジャーリーガーのグローブを多
数手がけています。現在、その数は名前を入れている選手だ
けでも約300人程になるそうで、ボンズ選手もその一人です。

この日は、村井社長がボンズ選手用とまったく同じモデル
のグローブをステージで披露し、コロッケなど回答者の皆さ
んを驚かせました。

また、披露されたグローブはスポーツ振興の一助になれば
と同社から市へ寄贈されることになり、番組収録を終えた６
月５日、市役所を訪れた村井社長から斉藤市長に贈られまし
た。

「マネ×２バトル」の一場面

約
一
、
五
〇
〇
人
が
詰
め
か
け
た

会
場
の
様
子

ボ
ン
ズ
選
手
と
同
じ
モ
デ
ル
の
グ

ロ
ー
ブ
を
斉
藤
市
長
に
手
渡
す
村

井
社
長
（
右
）



そ
れ
で
は
、
も
し
実
際
に
合
併
し

よ
う
と
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
組

み
合
わ
せ
が
考
え
ら
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

鹿
児
島
県
で
は
、
市
町
村
合
併
に

関
す
る
市
町
村
の
自
主
的
な
取
組
の

参
考
・
目
安
と
な
る
よ
う
平
成
12
年

12
月
に
『
鹿
児
島
県
市
町
村
合
併
推

進
要
綱
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
住
民
の
多
様
化
・
高

度
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
の
基
盤
づ
く
り
は
す
べ
て
の
市

町
村
に
共
通
す
る
課
題
で
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
県
内
を
10
の
ブ
ロ
ッ
ク

に
区
分
し
た
う
え
で
、
市
町
村
の
結

び
つ
き
の
状
況
な
ど
に
応
じ
て
「
合

併
パ
タ
ー
ン
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
私
た
ち
の
出
水
地
域

に
つ
い
て
示
さ
れ
た
も
の
が
下
記
の

合
併
パ
タ
ー
ン
で
す
。

こ
の
パ
タ
ー
ン
は
、
あ
く
ま
で
も

地
域
に
お
け
る
自
主
的
な
議
論
・
検

討
を
進
め
る
た
め
の
一
つ
の
参
考
案

と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
各
市
町
村
に
お
い

て
地
域
の
実
態
や
住
民
の
意
向
な
ど

を
も
と
に
、
こ
の
パ
タ
ー
ン
と
異
な

る
組
み
合
わ
せ
や
パ
タ
ー
ン
内
の
一

部
市
町
村
に
よ
る
組
み
合
わ
せ
を
検

討
・
推
進
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、

な
ん
ら
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。

－４－

私私
たた
ちち
のの
地地
域域
のの
将将
来来
……

みみ
んん
なな
でで
考考
ええ
よよ
うう
「「
市市
町町
村村
合合
併併
」」

〜
シ
リ
ー
ズ
②
〜

「
市
町
村
合
併
」
に
つ
い
て
市
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
よ

う
と
先
月
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
て
い
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

前
回
は
、
今
盛
ん
に
市
町
村
合
併
が
論
議
さ
れ
る
背
景
と
、
合

併
で
予
想
さ
れ
る
効
果
や
懸
念
さ
れ
る
事
項
な
ど
に
つ
い
て
ふ
れ

て
み
ま
し
た
。

今
回
は
、
私
た
ち
が
地
域
の
将
来
像
を
具
体
的
に
考
え
る
上
で

の
参
考
例
と
し
て
、
県
が
『
鹿
児
島
県
市
町
村
合
併
推
進
要
綱
』

の
中
で
示
し
た
合
併
パ
タ
ー
ン
を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

番号 合　併　類　型 人　　口

５８,４６０

３８,８２０

９７,２８０

面　　積

（人口：人、面積：h）

３３０.０５

２５０.３５

５８０.４０

広域都市圏形成型

都市機能創出・充実型

広域都市圏形成型

構　　成　　市　　町　　村

出水市、高尾野町、野田町

阿久根市、東町、長島町

阿久根市、出水市、野田町、高尾野町、東町、長島町

q

w

e

●県が示した出水地域の合併パターン●

○
「
合
併
パ
タ
ー
ン
」
と
は
？

※人口は平成12年国勢調査確定値



出
水
地
区
二
市
四
町
の
市
町
村
合

併
に
つ
い
て
地
域
住
民
と
と
も
に
幅

広
く
考
え
る
「
市
町
村
合
併
を
考
え

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
六
月
二
十
二

日
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

県
地
方
自
治
研
究
所
（
理
事
長
・

皆
村
武
一
鹿
大
教
授
）
が
主
催
し
た

も
の
で
、
約
四
百
人
が
参
加
。
南
日

本
新
聞
社
の
阪
口
健
治
論
説
委
員
の

「
市
町
村
合
併
と
問
題
点
」
と
題
し

た
基
調
講
演
の
後
、
斉
藤
市
長
ら
を

交
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
あ
り
ま
し
た
。

基
調
講
演
で
阪
口
氏
は
、
合
併
が

盛
ん
に
論
議
さ
れ
る
今
の
社
会
情
勢

や
国
の
合
併
推
進
策
、
全
国
的
な
合

併
の
進
捗
状
況
な
ど
に
触
れ
「
あ
く

ま
で
住
民
が
主
役
。
合
併
す
る
こ
と

も
し
な
い
こ
と
も
自
由
で
あ
る
が
、

自
分
た
ち
の
地
域
を
ど
の
よ
う
に
発

展
さ
せ
て
い
く
の
か
住
民
同
士
が
話

し
合
う
過
程
が
極
め
て
重
要
」
な
ど

と
話
し
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

斉
藤
市
長
の
ほ
か
、
渋
谷
俊
彦
出
水

市
長
、
北
薩
の
未
来
（
あ
す
）
を
考

え
る
会
の
田
中
豊
氏
、
基
調
講
演
を

行
っ
た
阪
口
氏
ら
が
登
壇
。「
地
域

に
よ
っ
て
合
併
に
対
す
る
温
度
差
が

あ
る
」「
こ
の
地
域
が
今
後
も
今
の

生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ

う
な
組
織
が
よ
い
か
、
二
市
四
町
が

同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
着
き
考
え
る
時
」

「
未
来
に
ど
の
よ
う
な
地
域
社
会
を

残
す
の
か
。
も
は
や
合
併
は
避
け
て

通
れ
な
い
問
題
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
活
発
に
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
か
ら
は
「
合
併
は
時

代
の
流
れ
。
こ
れ
に
乗
り
遅
れ
な
い

よ
う
に
」「
財
政
面
ば
か
り
が
強
調

さ
れ
て
い
る
。
お
金
か
ら
離
れ
た
視

点
で
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
べ
き
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

－５－

市町村合併について活発に意見が交わされた
パネルディスカッション

●出水地域２市４町人口の将来予測●

●あなたのご意見お聞かせくださいY●

●市町村合併に対するアンケートにご協力をY●

「「市町村合併に関する市民の意見を聴く会市町村合併に関する市民の意見を聴く会」」今後の日程今後の日程

市市
町町
村村
合合
併併
にに
つつ
いい
てて
幅幅
広広
くく
論論
議議
YY

市
町
村
合
併
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

注１）平成７年、平成12年は国勢調査確定値。平成17年以降は、平成７年と平成12年の人口データをもとに、コー
　　　ホート変化率法により人口推計を行った数値です。

市町村名

阿 久 根 市

出　水　市

野　田　町

高 尾 野 町

東　　　町

長　島　町

合　　　計

項　　目
　総人口（人）
65歳以上(%)

　総人口（人）
65歳以上(%)

　総人口（人）
65歳以上(%)

　総人口（人）
65歳以上(%)

　総人口（人）
65歳以上(%)

　総人口（人）
65歳以上(%)

　総人口（人）
65歳以上(%)

平成７年
２７,５０６
２５.０

４０,１０７
１９.９
５,０８２
２１.７

１３,４６６
２１.０
７,７３７
２２.３
５,４４８
２５.２

９９,３４６
２２.０

２６,２７０
２９.３

３９,７０８
２２.８
４,９４７
２６.７

１３,８０５
２３.７
７,３３５
２６.９
５,２１５
２９.５

９７,２８０
２５.５

２４,７９７
３１.８

３９,１４６
２４.６
４,７６４
２９.２

１４,０６５
２８.３
６,９２４
２９.２
４,９１２
３１.６

９４,６０８
２８.０

２３,１３５
３３.０

３８,３３７
２５.６
４,５１２
３０.５

１４,２３８
２５.４
６,４９２
２８.８
４,５９２
３１.９

９１,３０６
２８.２

平成12年 平成17年 平成22年
２１,３９４

３４.９
３７,２５２

２８.２
４,２５１
３３.０

１４,３３１
２７.２

６,０５２
３０.５

４,２８１
３２.８

８７,５６１
３０.３

平成27年

市では、市町村合併の問題について、本地域にお住まい
の住民の皆さまからのご意見やご要望をうかがいながら、
検討を進めて参りたいと考えております。
その一環として７月８日（月）から、市内８か所で「市

町村合併に関する市民の意見を聴く会」を開催しています。
今後の日程は、右のとおりです。
今からでも出席してみようとお考えの方は、いずれの会

場に出席されてもかまいません。
ぜひ、皆さまのご意見をお聞かせください。

市では、市町村合併に関連して、市内にお住まいの２０歳以上の方を対象に無作為に２,０００人を抽出し、市町
村合併に関するアンケート調査を実施することになりました。
調査票は、区長を通じて選ばれた方々に配布。無記名方式で、調査内容は統計的に処理されますので、ご迷惑を

おかけすることは決してありません。
アンケートの回答締切日は、８月５日（月）です。調査票が届いた皆さまは、ぜひご協力をお願いいたします。

日　　　　　程 場　　　　　所 時　　　間

　７月１６日（火）

　７月１９日（金）

　７月２４日（水）

　７月２５日（木）

鶴川内地区集会施設

折多小学校体育館

農村環境改善センター

市民会館大ホール

午後７時～

アンケートに関するお問い合わせ先　　市役所総務企画課企画係　　1７３－１２１１（内線１２１６）



歳
出
（
支
出
）
の
主
な
も
の
は
、

じ
ん
か
い
（
ご
み
）
処
理
及
び
し
尿

処
理
の
経
費
で
あ
る
衛
生
費
、
組
合

の
借
金
の
返
済
に
充
て
ら
れ
る
公
債

費
、
介
護
保
険
の
審
査
、
認
定
業
務

の
経
費
で
あ
る
民
生
費
、
圏
域
（
２

市
４
町
）
の
振
興
の
た
め
に
使
わ
れ

る
振
興
事
業
整
備
費
、
議
会
費
及
び

総
務
費
で
す
。
な
お
、
今
年
度
の
新

規
事
業
の
主
な
も
の
は
、
ご
み
最
終

処
分
場
の
跡
地
を
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
整
備
工
事
、
タ
イ

ヤ
シ
ョ
ベ
ル
等
の
購
入
、
そ
し
て
、

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
整
備
工
事
等
を
行

う
に
当
た
っ
て
の
、
人
口
、
ご
み
量

の
将
来
推
計
か
ら
収
集
、中
間
処
理
、

最
終
処
分
の
長
期
計
画
を
取
り
ま
と

め
る
一
般
廃
棄
物
（
ご
み
）
処
理
基

本
計
画
策
定
委
託
で
す
。

予
算
の
執
行
に
当
た
り
ま
し
て
は

適
正
か
つ
効
率
的
な
財
政
計
画
を
立

て
て
、
組
合
の
健
全
運
営
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

－６－

今
回
は
、
去
る
三
月
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た
北
薩
広
域
行
政

事
務
組
合
の
第
一
回
定
例
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
平
成
十
四
年

度
の
当
初
予
算
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
十
四
年
度
の
当
初
予
算
は
、
平
成
十
三
年
度
の
当
初
予
算

に
比
べ
一
三
億
七
一
八
〇
万
八
千
円
（
48
・
６
％
）
減
り
、
一
四

億
四
八
七
四
万
二
千
円
に
な
り
ま
し
た
。
減
に
な
っ
た
主
な
理
由

は
、
ご
み
の
焼
却
に
伴
い
発
生
す
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
減
ら
す
た

め
の
改
造
工
事
が
平
成
十
三
年
度
に
完
了
し
た
こ
と
に
伴
う
も
の

組
合
の
歳
入
（
収
入
）
は
、
主
に

皆
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
市
町
村
か
ら

の
負
担
金
、
使
用
料
（
じ
ん
か
い
処

理
場
使
用
料
等
）、
財
産
収
入
（
鉄
、

ア
ル
ミ
の
不
用
品
売
払
収
入
等
）
及

び
諸
収
入
で
す
。

歳
　
出

歳
　
入

総務費

３５２円

介護保険業務費

６８３円

じんかい処理費

５,１１３円

し尿処理費

１,７３９円

公債費

返　済

６,８４３円

その他

３１円

住民１人当たりに使われる金額 １４,７６１円
（平成14年３月末人口で算定）

歳　　入

１,４４８,７４２

（千　円）

歳　　出

１,４４８,７４２

（千　円）

分担金及び負担金
14億742万１千円

使用料及び手数料
2,121万３千円

財産収入
1,721万６千円

諸収入
289万２千円

衛生費
６億7,252万
　　４千円

公債費
６億7,162万
　　４千円

民生費
6,698万６千円

総務費
3,455万７千円

振興事業整備費
　　　　 150万円
議　会　費
　　 105万１千円
予　備　費
　　　　　50万円









 

歳　出 歳　入 

北 薩 広 域 行 政

事務組合だより

～第２号～



－７－

北 薩 広 域 行 政 事 務 組 合 っ て北 薩 広 域 行 政 事 務 組 合 っ て
ど ん な こ と を し て い る の ？ど ん な こ と を し て い る の ？

圏域内の２市４町の家庭などからくみ取られたし尿及

び浄化槽汚泥を処理するため、平成９年に新たに建設し

ました。

この施設は１日121キロリットルの処理能力を持ち、海の

幸の宝庫である八代海を守るため、富栄養化防止に効果

の大きい標準脱窒素処理方式を採用し、高度処理設備も

強化しました。

また、汚泥処理や脱臭設備も自然への気配りを考えた

設備となっています。

ふるさとの良いところを見直し新たなまちづくりを促

進することを目的に、平成５年に２市４町は自治省（現

総務省）から「ふるさと市町村圏」に選定されました。

これを受けて、県の助成と構成市町の出資により10億

円の基金を積み立て、その運用利子を活用して広域的な

視点に立った地域振興策を推進するため、多彩なソフト

事業を中心とした「北薩摩ふるさとづくり事業」を北薩

広域行政事務組合で行っています。

これまで助成した事業は、次のようなものです。

qあくねボンタンロードレース大会（阿久根市）

w西日本オールドカーフェスタ（野田町）

eあったか歳末特産品まつり（高尾野町）

rあづまぶりッジマラソン大会（東町）

t長島トライジョギング大会（長島町）

yツルマラソン大会（出水市）

圏域内の２市４町の家庭や事業所などから収集、持ち

込まれたごみを処理するため、平成４年に新たにごみ処

理施設を建設しました。

この施設は１日16時間120トン（60トン２基）の焼却

能力を持ち、すべての処理工程を集中制御装置で操作で

きる近代的設備です。

建設に当たっては、公害防止について特に注意を注ぎ

排ガス処理設備及び汚水処理設備を完備させ、二次公害

の防止に万全を期しています。

また、同敷地内には粗大ごみ処理施設を有し、更には

管理型の最終処分場を隣地に管理し、一般廃棄物の処理

をいたしております。

我が国では、急速な高齢化とともに介護の問題が老後

の最大の不安要因となっています。

介護が必要になっても、残された能力を活かして、で

きる限り自立し、尊厳を持って生活できるようにするこ

とは、国民共通の願いですが、現実には家庭だけで介護

を行うことは非常に困難になっています。

介護保険制度は、介護を社会全体で支え、利用者の希

望を尊重した総合的なサービスが安心して受けられる仕

組みを作ろうとするものです。

要介護及び要支援の審査判定は、訪問調査結果と主治

医の意見書をもとに、保健、医療、福祉の専門家で構成

される介護認定審査会が行います。この審査会に関する

業務と要介護及び要支援認定について、北薩広域行政事

務組合が行っています。

し尿処理 じんかい（ごみ）処理

介護保険審査・認定

北薩摩ふるさとづくり事業



平
成
十
四
年
第
二
回
市
議
会
定
例

会
が
六
月
十
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で

の
十
七
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、

一
般
会
計
補
正
予
算
や
阿
久
根
市
過

疎
地
域
自
立
促
進
計
画
（
前
期
）
の

一
部
変
更
な
ど
、
上
程
さ
れ
た
議
案

十
二
件
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
堅
持
に
関
す
る
も
の
や
森

林
・
林
業
基
本
計
画
の
具
体
化
と
新

た
な
政
策
・
予
算
措
置
を
求
め
る
も

の
な
ど
陳
情
三
件
を
採
択
、
同
趣
旨

の
意
見
書
三
件
を
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
公
有

財
産
購
入
費
や
農
業
振
興
費
な
ど
、

三
億
八
、
九
九
一
万
四
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
一
一
三
億
四
九
一
万
四

千
円
と
し
ま
し
た
。

公
有
財
産
購
入
費
と
し
て
は
、
多

額
の
負
債
を
抱
え
五
月
末
に
民
事
再

生
法
の
適
用
を
申
請
し
た
烏
山
城
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
本
社
横
浜
市
）

が
ゴ
ル
フ
場
建
設
用
地
と
し
て
所
有

す
る
市
内
の
土
地
約
三
十
万
平
方
㍍

の
購
入
費
七
、
〇
六
〇
万
円
な
ど
を

計
上
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
同
社
が
滞

納
し
て
い
る
固
定
資
産
税
や
特
別
土

地
保
有
税
な
ど
の
市
税
と
そ
の
延
滞

金
と
し
て
徴
収
す
る
形
に
な
り
ま
す
。

本
格
的
な
梅
雨
時
期
を
前
に
し
た

六
月
十
一
日
、
市
や
消
防
、
警
察
な

ど
の
防
災
関
係
者
に
よ
る
災
害
危
険

箇
所
防
災
点
検
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
集
中
豪
雨
や
長
雨
な
ど

に
よ
る
災
害
を
未
然
に
防
ぎ
、
さ
ら

に
災
害
発
生
時
の
被
害
を
最
小
限
に

く
い
止
め
る
た
め
に
、
毎
年
こ
の
時

期
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
通
学
路
で
冠
水
の
危

険
が
あ
る
水
路
や
が
け
崩
れ
の
危
険

が
あ
る
急
傾
斜
地
、
土
砂
崩
壊
な
ど

の
危
険
が
あ
る
民
家
の
裏
山
な
ど
現

地
の
状
況
を
入
念
に
調
査
し
た
後
、

災
害
防
止
策
や
自
主
避
難
の
呼
び
か

け
な
ど
個
別
の
対
策
を
協
議
し
ま
し

た
。

○
日
頃
か
ら
天
気
予
報
や
注
意
報
に

関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

○
避
難
場
所
や
避
難
経
路
、
避
難
方

法
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
緊
急
時
の
必
需
品
を
い
つ
で
も
持

ち
出
せ
る
よ
う
、
ま
と
め
て
準
備

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
警
報
や
避
難
の
勧
告
・
指
示
が
出

さ
れ
た
場
合
は
速
や
か
に
避
難
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
危
険
を
感
じ

た
ら
早
め
の
避
難
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

－８－

平
成
十
四
年
第
二
回
市
議
会
定
例
会

一一
般般
会会
計計
予予
算算
一一
一一
三三
億億
四四
九九
一一
万万
四四
千千
円円
へへ

一般会計補正予算の

主な内容 （単位：千円）

○公有財産購入費

２７８,６００

○財政調整基金

３０,４５１

○農業振興費

２６,５４５

○畜産業費

９,４４０

○農地費

１５,０００

○公民館費

１２,０００

万万
一一
のの
災災
害害
にに
備備
ええ
るる
YY

梅
雨
時
期
を
前
に
災
害
危
険
箇
所
の
防
災
点
検
実
施

急
傾
斜
地
な
ど
災
害
危
険
箇
所
の

点
検
を
行
う
関
係
者

夏の交通事故防止運動
実施期間　　７／21（日）e７／30（火）

「きらめく夏Y

マナーアップで事故防止」

①高齢者の交通事故防止

②飲酒運転・暴走行為等の根絶

③シートベルトとチャイルドシートの着用の徹底

阿久根地区交通安全協会通常総会開催
阿久根市漁協ホールで６月１日、阿久根地区交通安全協会の通

常総会が開催されました。

この中で、本年度は「早めの合図・早めの点灯」運動の推進、

高齢者及び若者の交通事故防止対策の推進、シートベルト及びチ

ャイルドシートの着用の徹底、各季交通安全運動の積極的推進な

どの活動に取り組むことが承認されました。

平成14年度　交通安全年間スローガン

「安全運転　若葉のころから　紅葉まで」

運動の重点

大
丈
夫
で
す
か
？

水
害
に
対
す
る
備
え

万
一
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は

阿
久
根
消
防
署
ま
で
ご
連
絡
を
Y

1
&2
０
１
１
９



－９－

８月３日(土)･４日(日)開催Y
本市の夏場最大のイベント「阿久根みどこい祭り」が、今年は８月

３日G・４日Aに開催されます。音楽隊パレードから始まり、伝統の
ハンヤ踊りパレード、子供夏祭、夜店市、花火大会など子供から大人
まで楽しめるみどころいっぱいのお祭りY
特に今年は、市制施行50周年記念事業として『中国スーパー雑技団』

公演もあり、さらに祭りを盛り上げます。 パレードコース 迂回路

ハラハラ　ドキドキ　本場中国雑技がやってくる

『『中国スーパー中国スーパー雑技雑技団団』』公演公演
と　き ８月４日（日） １３時開演（１２時開場）
ところ 阿久根市総合体育館（全席自由）
入場料 小・中学生　　　　５００円（当日　　７００円）

高校生・一般　１，０００円（当日１，３００円）

◎プログラム（案）
・ドラの演出　 ・水流星　 ・気孔術　　　　　　・椅子倒立　 ・大武術
・獅子舞　　　 ・壺回し　 ・民族舞踊　　　　　・高車蹴碗　 ・フィナーレ　　 ※観客参加の演目（気孔術）の予定あり
・皿回し　　　 ・京劇　　 ・柔術アクロバット　・輪くぐり　　　　　　　　　 ※公演予定時間　約100分

◇チケット販売所◇ 阿久根市役所／阿久根商工会議所／阿久根市漁業協同組合／黒之浜漁業協同組合
Ａコープ三笠店／Ａマートあくね大川店／山口紙店／富浜書店／斉藤商店／ひらしん
だいわ阿久根店／ほっかほっか亭阿久根店／ファミリーマート（赤瀬川店・波留店・折口店）

ぜひ、この機会に本場中国雑技の醍醐味を心ゆくまで楽しんでいただけるよう、多くの方々のご来場をお待ちしております。

阿久根みどこい祭り実行委員会（阿久根市水産商工観光課）まで1０９６６－７３－１２１１（内線１１１３）

チケット販売についてのお問い合わせは

12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00

阿久根青年会議所による
気合の入ったみこしの練り歩き

ワッショイYワッショイY　パレードの
始まりを告げるみこしのスタートZ

今年も踊り連3,000人が
阿久根ハンヤ節を練り踊る

「第11代シークィーンあくね」発表で華
やかさもアップYその他に人気キャラク
ターショーも見逃せないぞZ

児童・生徒による可愛いパレードをご覧
ください。そして、今年は鹿信吹奏楽部の
みなさんが更にパレードに華をそえます

みこし巡業

パレード
みこし出発

音楽パレード

ハンヤ踊り
パレード

子供夏祭り

　

８

月

３

日
︵

土

︶

大人から子供まで中国伝統と技の奥深さ
を知ることができ、本場中国雑技を心ゆ
くまで味わえます。

いなせなかけ声に
つい立ち寄ってみたくなりそうY

5,000発の仕掛け花火と打ち上げ花火で
祭りのフィナーレを飾る

中国スーパー
雑技団公演

夜店市

納涼花火大会

　

８
月
４
日
︵
日
︶

※交通規制　　　３日（土）‥‥17時20分～20時　　　４日（日）‥‥19時～22時

８月３日(土)･４日(日)開催Y

★ ハンヤ踊りパレードコースが変更になりますY
市制施行50周年を迎えた今年、ハンヤ踊りパレードのコースが９年ぶりに国道３号に変更となります。パレード

当日は17：20～20：00までコース周辺で交通規制となり、迂回路が設けられます。（上図のとおり）
皆さまのご協力をお願いいたします。
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楽しい話題･催し物などお知らせください。

市役所　広報係1&3１２１１

大漁に大歓声Y 子どもたちが地引網で交流
━━ 西目小・尾崎小体験学習 ━━

西目小と尾崎小の児童らが６月14日、高之口海岸で仲良
く地引網を体験しました。参加したのは西目小の３年生以
上70人と尾崎小の全校児童19人です。
子どもたちは、地元西目漁協の皆さんの協力で仕掛けら

れた網を「ヨイショ　ヨイショ」とかけ声をかけながら力
を合わせて砂浜に引き寄せました。ようやく引き上げた網
の中はアジやコノシロ、ゴチ、ボラなど大漁で、子どもた
ちも「地引網は初めてだったけど楽しかった」などと大喜
びでした。
さらにこの後、みんなでヒラメの稚魚6,000匹も放流。両

校はボンタンの実が色づく秋に、今度は尾崎地区でボンタ
ン狩りなどを楽しみ交流を深める予定です。

彩り鮮やか　5,000株のアジサイ満開Y
━━ 笠山観光農園 ━━

脇本地区の笠山観光農園のアジサイ園が６月に見頃を迎

え、訪れた人々の目を楽しませていました。

標高約400ｍの高台にある同園では、1.6ヘクタールの敷

地内に約50種類、5,000株のアジサイが植えられています。

20年以上管理を続けている高橋春雄さん（76）によると、

今年は例年より早い５月下旬頃から花が咲き始めたそうで

す。６月に入り、週末ともなると市内外から多くの見物客

が訪れるとのことで、この日も青や紫、ピンクなど彩りも

鮮やかなアジサイの咲き誇る園内を散策する人たちの姿が

ありました。

め
ぐ
み
幼
稚
園
の
園
児
と
保
護
者

ら
が
六
月
十
六
日
、
同
園
か
ら
中
央

公
園
ま
で
沿
道
を
歩
き
な
が
ら
ゴ
ミ

拾
い
を
行
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
こ

の
日
は
父
の
日
。
大
勢
の
お
父
さ
ん

た
ち
も
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
公
園
で
は
み
ん
な
で
集
め

た
ゴ
ミ
を
前
に
し
て
、
こ
の
四
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
ゴ
ミ
の
分
別
に
つ

い
て
、
ク
イ
ズ
形
式
で
楽
し
く
学
習

し
ま
し
た
。

「
こ
の
タ
バ
コ
の
空
き
箱
の
正
し

い
分
別
は
？
」「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は

ど
の
よ
う
に
出
せ
ば
よ
い
か
？
」
な

ど
の
出
題
に
、
日
ご
ろ
は
大
黒
柱
と

し
て
家
族
を
支
え
て
い
る
お
父
さ
ん

た
ち
も
、
燃
え
る
ゴ
ミ
・
燃
え
な
い

ゴ
ミ
・
廃
プ
ラ
な
ど
実
際
に
使
用
さ

れ
て
い
る
ゴ
ミ
袋
や
ネ
ッ
ト
な
ど
を

前
に
迷
う
場
面
も
。
最
後
は
、
参
加

者
全
員
で
集
め
た
ゴ
ミ
を
き
れ
い
に

分
別
し
て
い
ま
し
た
。

大
川
中
学
校
の
生
徒
た
ち
が
六
月

二
十
一
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

一
環
と
し
て
学
校
周
辺
で
清
掃
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

作
業
に
は
、
同
校
の
全
校
生
徒
、

教
職
員
ら
が
参
加
。
一
年
生
は
大
川

駅
の
構
内
や
そ
の
周
辺
、
二
年
生
は

学
校
前
を
流
れ
る
大
川
川
、
三
年
生

は
道
の
駅
と
そ
の
周
辺
と
、
学
年
ご

と
に
分
か
れ
て
、
自
分
た
ち
の
住
む

ま
ち
の
環
境
美
化
に
汗
を
流
し
て
い

ま
し
た
。

親
子
で
ゴ
ミ
拾
い
＆
分
別
学
習

│

め
ぐ
み
幼
稚
園

│

自
分
た
ち
の
ま
ち
を
き
れ
い
に

│
大
川
中
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

│

集めたゴミを、クイズ形式で楽しみながら
分別する参加者。

大川川のゴミを拾い集める生徒たち
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ウ ミ ガ メ 保 護 に ご 協 力 を Y
━━ ウミガメ保護監視員に委嘱状 ━━

美しい砂浜が続く脇本海岸で、毎年この時期に産卵のために上
陸するウミガメの保護パトロールにあたるウミガメ保護監視員の
委嘱状交付式が６月３日、市役所でありました。
委嘱を受けたのは浜崎勲さん（64）と東新金熊さん（62）の２

人です。８月末頃までのおよそ３ヶ月、毎日海岸線をパトロール
しウミガメの上陸や産卵の状態などを確認します。期間中ウミガ
メ保護のため海岸で監視員から指示を受けた場合は、速やかにそ
の指示に従うよう皆さまのご協力をお願いします。

働 く 体 験 通 し て 職 業 観 学 ぶ
━━ 阿久根中学校　職場体験学習 ━━

自分自身の体験をとおして職業観を広げるとともに、働くこと
の尊さを学ぼうと６月12日、阿久根中学校で職場体験学習があり
ました。同校の２年生166人が、自分たちで職種を選び、市内の
40事業所で実際に労働を体験しました。
市の農林業振興センターでも、２人の生徒が職員の手ほどきを

受けながら、切花の収穫や仕分けなどの作業にあたり、「祖父や
父が農業をしているので自分も興味があった」「実際に体験して
みて大変さが分かった」などと話していました。

県 高 校 剣 道 大 会 で 好 成 績 Y
━━ 阿久根高校剣道部 ━━

６月８日に鹿児島市であった県高校剣道大会の個人戦女子の部
で阿久根高校の尻無浜直美さん（２年・写真右）が準優勝、男子
の部でも筒政倫さん（２年・同左）がベスト８という見事な成績
をおさめ６月11日、学校関係者と大会の報告に市役所を訪れまし
た。尻無浜さんは、７月に宮崎市で開催される九州大会と８月に
茨城県で開催されるインターハイに出場、筒さんも九州大会に出
場します。小学４年生の頃から剣道を始めたという尻無浜さんは、
初めてのインターハイ出場にあたり「全力でがんばりたい」と抱
負を語ってくれました。

子どもたちに読んでもらいたい一冊Y
━━ 市民から小中学校全クラスに図書寄贈 ━━

全国の学校現場で不登校やいじめなどの問題が論議される中で、この程、出
水地区内の小中学校全クラスに一冊づつの本が贈られました。贈り主は、本市
槝之浦西区にお住まいの槝之浦良文さんです。全国から不登校の子どもたちが
集まる私塾で指導する先生が、彼らとの体験談などを綴った「子どもの心を鍛
える学校」（蔵谷浩司～草思社～）500冊を、一人でも多くの子どもたちに幸福
な人生を歩んでもらいたいとの願いを込めて、また、担任の先生方にもぜひ読
んでいただきたいと、地区内の各市町教育委員会を経由して各学校に届けられ
ました。

趣味のカラオケで地域に貢献Y
━━ ガンバレ阿久根チャリティショー ━━

市民会館大ホールで５月24日、カラオケ愛好家らの呼びかけで
歌や太鼓、劇団などによる「ガンバレ阿久根チャリティショー」
がにぎやかに開催されました。
阿久根地元カラオケ友好会（本時義会長・写真右から２人目）

が今回初めて主催したもので、益金は文化振興に役立ててほしい
と市へ寄付されました。本会長は「自分たちの趣味をいかして何
か地域に貢献できればとの思いで準備を進めてきた。できれば今
後も定期的に開催していきたい」と話していました。
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独
り
居
の
わ
が
厨

く
り
や

べ
に
い
つ
知
ら
ず
住
み

つ
く
赤
き
蟹
ひ
と
つ
を
り

脇
　
本
　
宮
原
　
範
子

朝
焼

あ
さ
や
け

の
空
の
は
た
て
に
爽さ

は

や
か
な
紫
尾
の

山
並

や
ま
な
み

つ
ら
な
る
が
見
ゆ

琴
　
平
　
川
畑
　
ス
ミ

溝
川
に
沿
ひ
て
歩あ

ゆ

め
ば
ひ
と
所
ほ
の
か
に

匂
ふ
梔
子

く
ち
な
し

の
花

大
　
丸
　
橋
崎
　
　
幸

伯
母
二
人
共
に
米
寿
を
越
え
に
け
り
会
へ

ば
語
ら
ふ
そ
の
母
の
こ
と

折
　
口
　
別
府
　
義
明

夫
逝ゆ

き
の
ち
に
茂
り
し
藤
棚
の
枝
払
は
れ

て
青
空
ま
ぶ
し

新
　
町
　
遠
矢
　
　
律

こ
と
ご
と
く
葉
を
落
し
た
る
公
孫
樹

こ
う
そ
ん
じ
ゅ

夕
光

ゆ
ふ
か
げ

に
立
つ
さ
ま
い
さ
ぎ
よ
し

新
　
町
　
玉
川
　
慶
子

厨
く
り
や

よ
り
嫁
と
娘
の
楽
し
げ
な
声
の
聞
こ
え

て
心
や
す
ら
ぐ

脇
　
本
　
赤
崎
　
タ
エ

留
守
電
に
「
お
帰
り
な
さ
い
」
と
大
き
声

今
朝
別
れ
来
し
娘
の
こ
と
ば

上
　
野
　
亀
沢
　
笑
子

豆
畑
を
荒
ら
す
雀
が
わ
が
手
打
つ
音
に
飛

び
出
す
二
三
羽
な
ら
ず

上
　
野
　
河
南
誠
一
郎

※
送
り
仮
名
は
歴
史
的
か
な
づ
か
い
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

図 書 館 だ よ り
《新 着 図 書》
u岩井志麻子「チャイ・コイ」u高村薫「晴子情歌（上・
下）」u唯川恵「燃えつきるまで」u灰谷健次郎「天の瞳　あ
すなろ編１」u北原亜以子「妖恋」u高橋克彦「ゴッホ殺人
事件（上・下）」u坂東真砂子「夢の封印」u津本陽「本能
寺の変」u赤川次郎「金田一耕助に捧ぐ九つの狂想曲」u中
村彰彦「新選組秘帖」‥‥‥‥他多数

「阿久根市制施行50周年を記念して
市のＰＲビデオが完成しましたY」

“自然と人が共生するまち”を基本理念に、様々な角度か

ら「阿久根」をとらえた、ビデオができました。

50周年という記念すべき年に、阿久根に住む私たち一人ひ

とりが、温故知新の気持ちで、ぜひ手にとってみたいビデオ

です。時間は20分程度です。市立図書館で貸し出していま

す。期間は２週間です。ご一見ください。

市役所総務企画課からのお知らせ市役所総務企画課からのお知らせ

上記ＰＲビデオを販売いたしますY
今回、市制施行50周年を記念して、上記ビデオについて限

定30本を販売いたします。

購入を希望される方は、下記によりお買い求めください。

◇販 売 日 ７月25日（木） 午前８時30分～

◇販 売 数 限定30本（先着順・お一人１本）

◇販売価格 １本　1,000円

（現金と引換えになります）

◇販売場所 市役所総務企画課

※無料貸出も行っておりますので、ぜひご覧く

ださるようお願いします。

◇詳しいお問い合わせ先

市役所総務企画課企画係

1７３－１２１１（内線１２１６）

消 費 生 活 講 座（№104）
若 者 に 多 い 被 害 状 況

『景品が当たった』『旅行に安くいける、会って話しをしたい』『あ
なただけは特別』などと、有利な条件を強調して呼び出し、契約させ
るアポイントメントセールスによる被害が急増しています。特徴的な
被害ケースとして男性が女性の1.6倍、サラリーマンや学生に集中

（89％）していることです。このセールスの手口は展示会場や喫茶店
などで長時間にわたり説明し、興味を示すと本来の販売目的の商品を
出してきます。その商品とは、アクセサリー（指輪、ネックレス）、
旅行や買い物が安くなる特典付きというサービス会員、絵画、パソコ
ンなどです。

必要がなければ毅然とした態度で断りましょう。

【消費者へのアドバイス】
・知らない人や心当たりがない業者から誘われても絶対に出向かな

い。（見ず知らずの人が親切で、うまい話しをしてくれるはずがな
い）

・契約書面を渡されてから８日間以内なら無条件解約ができる。（ク
ーリング・オフ制度）

・クーリング・オフ期間を過ぎても、
帰りたいと意志表示を示している
にもかかわらず帰してもらえない
という退去妨害の状態で契約した
場合、うその説明を受けた場合な
ど消費者契約法により契約を取り
消す事が可能な場合もあります。

おかしいな、困ったなと思ったら
市役所水産商工観光課消費生活相談窓口へお問い合わせ
ください。 1７３－１２１１（内線１１１２）

あ
な
た
の
「
思
い
」
を
短
歌
に
Y

短
歌
に
興
味
を
お
持

ち
の
方
は
、
生
涯
学
習
の
つ
も
り
で
阿
久
根
短
歌
会
に
入

会
し
一
緒
に
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
次
の
と
こ
ろ

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
1
&3
２
７
２
１
（
河
南
）

1
&2
０
１
８
３
（
亀
沢
）
1
&5
０
２
３
５
（
野
村
カ
ツ
エ
）

限定30本

３万人クリーン作戦３万人クリーン作戦YY
市民総参加で、

クリーンな阿久根をつくりましょう。

統一実施日は　７月21日（日）
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子育てサークル（だれでも親子で参加できます）
子どもの遊び、母親のリフレッシュタイムに、ほっとする

時間にと、お気軽に支援センターをご利用ください。
☆親子教室（１０：００～１２：００）
１日e みなみ保育園　　　 13日c 農村環境改善センター（牧内）

（プレ・ママサロン） 20日c 農村環境改善センター（牧内）
６日c 大川児童館　　　　 21日d 農村環境改善センター（牧内）
〃　 農村環境改善センター（牧内） 22日e みなみ保育園

７日d 保健センター　　　 27日c 鶴川内児童館
８日e みなみ保育園　　　 28日d 農村環境改善センター（牧内）
９日f 農村環境改善センター（牧内） 29日e みなみ保育園

☆ユーユータイム・・・西目地区集会施設
第３月曜日（８/19） お問い合わせはみなみ保育園まで

☆年齢別教室・・・農村環境改善センター
第４金曜日（８/23） ０～１歳児教室（たまごクラブ）
第５金曜日（８/30） ２歳児以上教室（こっこクラブ）
※お問い合わせはみどりが丘保育園まで

☆園開放（お気軽に園に遊びに来てください）
毎週（金） みなみ保育園　　　　　　　　　　　　　
毎週（土） みどりが丘保育園

〔第３土曜日はお父さんもご一緒にどうぞ〕
☆参加は申込制になっていますので、前日までに下記の支援
センターにお申込みください。

地域子育て支援センター

1７３－３４５７　　みどりが丘保育園

1７２－３９３９　　みなみ保育園

地域子育て支援事業 ８月

●
乳

幼

児

健

診

 

●
育
　
児
　
相
　
談
 

●
む
し
歯
予
防
教
室
（
フ
ッ
素
塗
布
）
 

●
予
　
防
　
接
　
種
 

　
　

○
日
本
脳
炎
予
防
接
種
　
第
2
期
・
第
3
期
 

期
日
 

曜
 

対
　
　
　
　
象
　
　
　
　
者
 

６
月
１
日
以
降
に
歯
科
健
診
を
受
け
た
幼
児
 

水
 

木
 

７
日
 

22
日
 

期
日
 

曜
 

内
　
　
　
容
 

対
　
　
象
　
　
者
 

受
付
時
間
 

15:00 

 

15:15

Ｈ
14
年
１
月
生
ま
れ
及
び
 

育
児
に
関
す
る
相
談
の
あ
る
方
 

育
児
相
談
 

水
 

21
日
 

〜
 

受
付
時
間
 

９:00 

 

９:15

〜
 

期
日
 

曜
 

内
　
　
　
容
 

対
　
　
象
　
　
者
 

受
付
時
間
 

13:00 

 

13:15

Ｈ
14
年
４
月
生
ま
れ
 

３
か
月
児
健
診
 

水
 

21
日
 

〜
 

　
　

○
二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）
第
2
期
 

期
日
 

曜
 

対
　
　
　
　
象
　
　
　
　
者
 

小
学
６
年
生
 

Ｈ
２
年
４
月
２
日
〜
Ｈ
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
 

火
 

20
日
 

水
 

21
日
 

期
日
 

曜
 

木
 

22
日
 

金
 

23
日
 

集
合
時
間
 

13:00 

 

13:20

〜
 

　
　

○
風
し
ん
予
防
接
種
 

期
日
 

曜
 

対
　
　
　
　
象
　
　
　
　
者
 

Ｈ
12
年
７
月
１
日
〜
Ｈ
12
年
12
月
31
日
生
ま
れ
 

及
び
生
後
90
月
未
満
で
 

　
　
　
　
　
　
　
接
種
の
終
わ
っ
て
い
な
い
方
 

木
 

１
日
 

金
 

２
日
 

期
日
 

曜
 

水
 

７
日
 

木
 

８
日
 

火
 

６
日
 

金
 

９
日
 

集
合
時
間
 

13:00 

 

13:20

〜
 

期
日
 

曜
 

対
　
　
　
　
象
　
　
　
　
者
 

《
2
期
》
小
学
４
年
生
 

　
　
Ｈ
４
年
４
月
２
日
〜
Ｈ
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
 

《
3
期
》
中
学
３
年
生
 

　
　
Ｓ
62
年
４
月
２
日
〜
Ｓ
63
年
４
月
１
日
生
ま
れ
 

火
 

27
日
 

水
 

28
日
 

木
 

29
日
 

金
 

30
日
 

集
合
時
間
 

13:00 

 

13:20

〜
 

お
問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
 
1
&3
１
２
１
１（
内
線
１
４
３
１
・
１
４
３
２
）
 

●
両
　
親
　
学
　
級
 

期
日
 

曜
 

時
　
　
間
 

10
時
〜
13
時
　
　
 

18
時
45
分
〜
20
時
30
分
 

水
 

土
 

７
日
 

31
日
 

内
　
　
　
　
　
容
 

対
　
　
象
　
　
者
 

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
 

　
　
　
　
　
な
ら
れ
る
方
 

食
生
活
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
 

楽
な
お
産
の
た
め
に
 

◆健康相談

〔時　間　　午前９：００～９：３０〕

※健診結果や健康に関する相談を開催します。

※健康手帳をお持ちの方は持参してください。

脇本地区公民館

　７月２４日（水）

大川地区公民館

　７月２５日（木）

保健センター

　７月２６日（金）

親子で療養所を訪ねてみませんか

鹿児島県内には、２か所のハンセン病療養所があります。
両園合わせて現在472名の方が療養生活を送られ、みなさ

んとの交流を楽しみにしておられます。
県では、親子で療養所の訪問を希望される方々を募集して

います。参加料は無料です。みなさんのご応募をお待ちして
おります。

◇実 施 日 ８月22日（木）
◇訪問施設 奄美和光園（名瀬市和光町）
◇募集対象 小・中学生とその保護者、高校生等（25組程度）
◇申込締切 ８月５日（月）

申込者多数の場合は抽選となります。
※申込み・お問い合わせ先
県庁保健福祉部健康増進課　ハンセン病対策担当

1０９９－２８６－２７２０
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農業用廃プラスチック類は法律で「産業廃棄物」に定められており、排出者、つまり利用した者の責任
において処理するよう義務づけられています。
処理にあたっては、野焼きや山林等への投棄は禁止されているほか、罰則も設けられています。
これらの化学製品を焼却すると、人体に大きな影響を与えるダイオキシン等の有毒物質が発生する危険
性があり、設備の整った処理施設や再生施設以外での処分はできません。

※肥料袋、農薬ポリ容器、育苗用ポットなどは、ポリエチレンフィルムと同様、農ポリ系廃プラ類です。

農業用廃プラスチック類の梱包の方法 
　回収集積場へ持ち込む農業用廃プラスチック類は、土、砂はできる限り取り除き、針金等の異物は絶対に混入させな 
いでください。それぞれ種類ごとに仕分けて3ヶ所を同じ種類のひもで梱包しましょう。 

★肥料袋の梱包 

★梱包は適正に！！ 

★異物は絶対に混入させないで!!

★農薬用のポリ容器、育苗用のポットなどの梱包 

①同じ種類の袋を2つ折りにして重ね合わせる。②ポリひもで十文字に結束する。 

※農薬の容器は、容器内を洗浄して、プラスチック類以外のラベル等は取り除く。 （下記の方法では行わない） 

大きさ横1m
縦0.5m

重量10～20kg程度 

①取り外したビニールをハウスの 
　脇にまとめる。 

①取り外したポリを脇に 
　まとめる。 

②木杭を1m間隔で打ち込み 
　ビニール等をまきつけていく。 

③3か所を結束する。 
　1梱包10～20kg程度。 

⑤杭から取り外した状態 
　切るのは1か所でよい。 

④片側1か所を切断する。 

②泥やゴミ等を落とす。 ③ビニールを束ねて約1m幅に 
　つづら折りにする。 

④持ちやすいように、3か所を 
　しばる。 

★塩化ビニール 
　フィルム 

★ポリエチレン 
　フィルム 
　（マルチ等） 

★リサイクル処理農業用廃プラスチックの回収について……
── 出水地域農業用廃プラスチック類適正処理推進協議会 ──

ポリエチレンフィルム及び塩化ビニールの回収を行い再処理業者へ処理（リサイクル）を依頼しますので適正
に梱包し指定された場所に持ち込んでください。

◇回　収　日 ８月１日（木）
◇回収の種類 塩化ビニール・ポリエチレンフィルム
◇回　収　時　間 午前７時30分　～　10時00分
◇回　収　場　所 ＪＡ三笠Ａコープ隣広場・阿久根市民会館広場・ＪＡ園芸流通センター（高尾野町）
◇回　収　費　用 塩化ビニール‥‥‥１o当たり12円　　　ポリエチレンフィルム‥‥‥１o当たり33円

※市・ＪＡから助成があり、農家の負担は１／２程度です。
◇梱　包　要　領 上記の要領で梱包してください。

※お問い合わせ先　　　市役所農政課農政係　　1７３－１２１１（内線１１３７）



児
童
扶
養
手
当
制
度
は
、
母
子
家

庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
促
進
す

る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
児
童
扶
養
手
当
で
は

手
当
額
が
収
入
に
応
じ
て
全
部
支
給

と
一
部
支
給
の
二
段
階
の
み
に
な
っ

て
い
た
た
め
、
収
入
が
増
え
る
と
手

当
と
の
合
計
額
が
減
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
働
い

て
収
入
を
増
や
そ
う
と
い
う
意
欲
も

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で

今
回
、
就
労
な
ど
に
よ
っ
て
収
入
が

増
え
た
場
合
で
も
、
就
労
な
ど
に
よ

る
収
入
と
手
当
の
合
計
額
で
あ
る
総

収
入
が
増
え
て
い
く
よ
う
に
、
手
当

額
が
き
め
細
か
く
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

例
え
ば
母
と
子
ど
も
一
人
の
母
子

家
庭
の
ケ
ー
ス
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

年
収
が
一
三
〇
万
円
未
満
の
場
合

は
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
全
部
支
給
額

の
四
万
二
三
七
〇
円
が
毎
月
支
給
さ

れ
ま
す
が
、
一
三
〇
万
円
以
上
で

三
六
五
万
円
未
満
ま
で
の
場
合
に
は

一
部
支
給
額
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
一
部
支
給
額
は
、

こ
れ
ま
で
と
違
い
、
収
入
に
応
じ
て

四
万
二
三
六
〇
円
か
ら
一
万
円
ま
で

細
か
く
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

年
収
の
上
限
額
は
こ
れ
ま
で
三
〇
〇

万
円
で
し
た
が
、
三
六
五
万
円
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。（
図
q
）

今
回
の
児
童
扶
養
手
当
制
度
の
改

正
は
、
母
子
家
庭
の
自
立
支
援
を
目

指
し
た
改
革
の
一
部
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

母
子
家
庭
に
対
す
る
保
育
所
へ
の
優

先
入
所
な
ど
の
子
育
て
支
援
策
、
能

力
開
発
の
実
施
や
就
職
情
報
の
提
供

な
ど
の
就
労
支
援
策
、
養
育
費
に
関

す
る
相
談
や
広
報
の
実
施
な
ど
の
養

育
費
確
保
策
、
母
子
寡
婦
福
祉
貸
付

金
の
拡
充
な
ど
の
経
済
的
支
援
策
を

盛
り
込
ん
だ
法
律
案
が
現
在
国
会
に

提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
法
律
の

施
行
に
よ
り
母
子
家
庭
の
自
立
を
支

援
す
る
総
合
的
な
施
策
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
手
当
額
が

減
っ
て
し
ま
う
母
子
世
帯
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
世
帯
の
方
は
母
子

福
祉
資
金
貸
付
金
に
特
例
児
童
扶
養

資
金
が
設
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
無
利

子
の
融
資
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
児
童
扶
養
手
当
の

支
給
事
務
は
現
在
、
都
道
府
県
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
八
月
か
ら
市
お

よ
び
福
祉
事
務
所
が
設
置
さ
れ
て
い

る
町
村
で
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
地

方
分
権
の
流
れ
に
沿
っ
た
も
の
で
す
。

－15－

現
在
、
母
子
家
庭
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め
、
子
育
て
・
就
労

支
援
策
、
養
育
費
の
確
保
策
、
経
済
的
支
援
策
の
総
合
的
な
展
開

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
児
童
扶
養
手
当
制

度
が
改
正
さ
れ
、
八
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

児児
童童
扶扶
養養
手手
当当
がが
、、
母母
親親
のの
所所
得得
にに

応応
じじ
たた
きき
めめ
細細
かか
なな
額額
にに
なな
りり
まま
すす
。。

児
童
扶
養
手
当
の
所
得
制
限
等
が
改
正

阿久根市職員採用試験のお知らせ

１．第１次試験の期日　　平成14年９月22日（日）
２．試験の場所　　　　　阿久根市役所　大会議室（２階）
３．試験を行う職種及び受験資格

４．受験申込受付期間及び受付時間
�受付期間　　７月８日（月）～８月19日（月）

（ただし、土曜日、日曜日及び休日は除く）
�受付時間　　午前８時30分～午後５時

５．採用試験実施要綱及び受験申込書は、阿久根市役所総務企画
課職員係にあります。
なお、受験に関する問い合わせは下記までお願いします。
〒899-1696 阿久根市鶴見町200番地

阿久根市役所総務企画課職員係
（担当　楠木・早瀬）

1０９９６－７３－１２１１（内線1215）

職　　　種 採用予定人員 受験資格 

一般事務職 若 干 名 

昭和52年４月２日から昭和 
60年４月１日までに生れた 
者で高等学校卒業（平成15 
年３月卒業見込みの者を含 
む。）程度の学力を有する 
者 

小中学生のみんな

「「こどもエコクラブこどもエコクラブ」」に集まれに集まれ

地球環境を守るには、環境を大切にする気持ちを持って、み
んなで環境にやさしい暮らしをしていくことが大切です。
「こどもエコクラブ」は、このような環境についての学習や自

然観察、リサイクル活動などを自主的に行う小中学生のグルー
プです。

このクラブに登録すると、会員手帳・バッジの支給、年５回
の情報紙送付などの特典があります。また、こどもエコクラブ
交流会・指導者研修会へも参加できます。

○「こどもエコクラブ」交流会参加者大募集
期　　　日：８月３日（土）～４日（日）
場　　　所：霧島自然ふれあいセンター

（姶良郡牧園町高千穂）
参加対象者：こどもエコクラブ会員、サポーター
募 集 人 員：200名（必ずサポーター同伴のこと）
内　　　容：自然観察、ネイチャーゲームなど
経　　　費：旅費のみ（交流会の開会から閉会までの食費な

どの経費は県負担）
※問い合わせ先　県庁環境政策課1０９９－２８６－２５８６

図①

支
給
事
務
が
都
道
府
県
か
ら

◎
市
等
に
移
り
ま
す

所
得
制
限
限
度
額
と

◎
手
当
額
が
見
直
さ
れ
ま
す



九
州
各
県
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た

代
表
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
す
。

◇
期
日

８
月
３
日
g
〜
４
日
a

・
開
会
式
　
３
日
g

午
前
８
時
30
分
〜

◇
会
場

阿
久
根
市
総
合
運
動
公
園

◇
主
催
／
九
州
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

主
管
／
鹿
児
島
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

協
会
・
阿
久
根
支
部
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
協
会

こ
の
七
月
か
ら
、
印
鑑
登
録
証
明

書
の
用
紙
が
変
り
ま
し
た
。

従
来
は
、
通
常
の
コ
ピ
ー
用
紙
に

出
力
し
て
い
ま
し
た
が
、
改
ざ
ん
防

止
（
複
写
防
止
）
対
応
の
専
用
用
紙

に
出
力
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
あ
わ
せ
て
市
長
印
も
黒
色

の
電
子
印
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
14
年
度
か
ら
森
林
整
備
の
た

め
の
新
た
な
支
援
措
置
と
し
て「
森
林

整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
制
度
」

が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
森
林
所
有
者
等
が

森
林
施
業
を
実
施
す
る
た
め
に
今
ま

で
自
力
で
行
っ
て
い
た
森
林
の
現
況

調
査
・
所
有
界
の
確
認
や
刈
り
払
い
、

歩
道
の
整
備
な
ど
の
活
動
に
対
し
て

交
付
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

◇
対
象
森
林

森
林
施
業
計
画
の
認
定
を
受
け
た

森
林
（
30
㌶
以
上
）
の
う
ち
一
定
の

林
齢
以
下
の
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
林
な
ど

◇
対
象
者

森
林
施
業
計
画
の
認
定
を
受
け
た

森
林
所
有
者
等
で
市
町
村
長
と
協
定

を
締
結
し
た
方

◇
交
付
金
額

前
述
の
活
動
を
行
っ
た
場
合
、
１

㌶
当
た
り
年
間
１
万
円

※
お
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
農
政
課
林
政
係

1
&3
１
２
１
１（
内
線
１
１
３
２
）

住
宅
金
融
公
庫
の
ロ
ー
ン
返
済
で

お
困
り
の
方
（
倒
産
な
ど
勤
務
先
の

事
情
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た
方
、

家
業
の
不
振
に
よ
り
収
入
が
減
少
し

た
方
、
病
気
や
け
が
な
ど
に
よ
り
支

出
が
増
加
し
た
方
等
）
に
つ
い
て
、

ご
相
談
を
承
り
、
返
済
月
額
を
軽
減

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
返
済
中
の
金
融
機
関
ま
た
は
住

宅
金
融
公
庫
に
、
遠
慮
な
く
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※
住
宅
金
融
公
庫
南
九
州
支
店

1
０
９
６
（
３
８
７
）
２
０
０
０

平
日
　
９
時
〜
17
時

第
１
・
第
３
日
曜
　
10
時
〜
17
時

県
で
は
、
障
害
者
の
情
報
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
を
推
進
す
る
た
め
に
、
パ

ソ
コ
ン
の
使
用
の
た
め
の
周
辺
機
器

や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
等
の

購
入
が
必
要
な
重
度
の
障
害
者
に
対

し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
補
助

金
を
交
付
す
る
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

（
パ
ソ
コ
ン
本
体
の
購
入
は
該
当
し

ま
せ
ん
。）

対
象
者
は
、
上
肢
又
は
視
覚
の
み

の
級
で
身
体
障
害
者
手
帳
２
級
以
上

の
在
宅
の
障
害
者
で
所
得
税
の
課
税

状
況
等
に
基
づ
き
交
付
が
決
定
さ
れ

ま
す
。（
例
え
ば
上
下
肢
の
障
害
で

１
・
２
級
で
あ
っ
て
も
、
上
肢
の
み

の
級
で
判
断
し
ま
す
。）

※
詳
し
い
お
問
い
合
せ
先

市
役
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係

1
&3
１
２
１
１（
内
線
１
４
３
６
）

市
弓
道
協
会
で
は
夏
期
教
室
の
生

徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
初
心
者
で

も
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
期
間

８
月
７
日
d
〜
10
月

毎
週
２
回
　
水
・
金
曜
日

◇
時
間

午
後
７
時
30
分

〜
午
後
９
時
30
分

（
昼
間
の
練
習
も
で
き
ま
す
）

◇
場
所

市
総
合
運
動
公
園
弓
道
場

◇
募
集
人
員

学
生
除
く
一
般
20
人

（
道
具
は
協
会
で
準
備
し
ま
す
）

◇
申
込
先

事
務
局
（
石
澤
1
&2
１
８
０
８
）

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
1
&3
４
６
４
９

海
上
保
安
庁
で
は
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
の
着
用
を
推
進
す
る
た
め
の
写

真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
募
集
期
間

９
月
15
日
a
ま
で

◇
募
集
要
綱

・
テ
ー
マ
　
「
あ
な
た
の
安
全
　
家

族
の
安
全
　
必
ず
着
用
ラ
イ
フ
ジ

ャ
ケ
ッ
ト
」
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
て
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着

用
推
進
に
関
す
る
も
の

◇
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

・
第
十
管
区
海
上
保
安
本
部

〒
８
９
０
―
８
５
１
０

鹿
児
島
市
東
郡
元
町
４
―
１

1
０
９
９
（
２
５
０
）
９
８
０
０

（
内
線
２
８
６
　
海
務
係
）

・
串
木
野
海
上
保
安
部
救
難
係

〒
８
９
６
―
０
０
３
６

串
木
野
市
浦
和
町
54
―
１

1
０
９
９
６
（
３
２
）
３
５
９
２

◇
試
験
日
時

10
月
27
日
a

午
前
10
時
開
始
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催催
　　
　　
　　
しし

市
制
施
行
50
周
年
記
念

全
九
州
小
学
生
第
20
回
男
子
・

第
19
回
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

おお
知知
らら
せせ

市
民
環
境
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

夏
期
弓
道
教
室
生
徒
募
集

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援

交
付
金
制
度
に
つ
い
て

住
宅
金
融
公
庫
の
ロ
ー
ン
を

ご
返
済
中
の
方
へ

県
障
害
者
情
報
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

支
援
事
業
の
お
知
ら
せ

募募
　　
　　
　　
集集

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
推
進

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

試試
　　
　　
　　
験験

平
成
14
年
度
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験
の
ご
案
内

平成14年度

市制施行50周年記念　少年少女弁論大会

◇日　時 ８月１日（木） 午後１：30～４：00
◇会　場 三笠中学校　体育館
◇出演者 市制施行50周年にあたり、21世紀の阿久根市

を担う市内各小・中学校の児童生徒代表者が、身
近な問題や郷土阿久根の未来について、熱弁をふ
るいます。

お気軽にご来場いただき、ご声援ください。



◇
試
験
会
場

鹿
児
島
市
及
び
名
瀬
市

◇
受
験
手
数
料

７
、
０
０
０
円

◇
受
験
申
込
受
付
期
間

７
月
29
日
b
〜
８
月
21
日
d

◇
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
福

祉
・
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー
介
護

支
援
専
門
員
試
験
事
務
室

1
０
９
９
（
２
５
８
）
１
１
７
２

平
成
14
年
７
月
１
日
付
け

（

）
内
は
旧
職

◇
課
長
補
佐
級

▽
阿
久
根
地
区
消
防
組
合
へ
派
遣

（
総
務
企
画
課
主
幹
兼
消
防
係
長
）

園
田
重
利
▽
教
育
委
員
会
給
食
セ
ン

タ
ー
主
幹
兼
管
理
係
長
（
教
育
委
員

会
給
食
セ
ン
タ
ー
主
幹
）
大
田
泉

◇
一
般
職

▽
総
務
企
画
課
（
阿
久
根
地
区
消

防
組
合
）
坂
元
浩
徳
▽
税
務
課
（
健

康
福
祉
課
）
川
畑
宏
之
▽
健
康
福
祉

課
（
税
務
課
）
山
下
理
恵
▽
市
民
環

境
課
（
三
笠
支
所
）
石
原
昇

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

・
阿
久
根
地
元
カ
ラ
オ
ケ
友
好
会
様

（
市
有
施
設
整
備
基
金
と
し
て
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
の
方
々
か
ら
市
社
会
福
祉
協
議

会
へ
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
敬
称
略

○
香
典
返
し

簗
瀬
ク
ミ
（
高
松
）
東
ト
ミ
子

（
牟
田
）
倉
津
ス
エ
子
（
倉
津
）
松

林
裕
臣
（
枦
）
川
畑
ト
ミ
（
遠
見
ケ

岡
）
鮫
島
瑞
雄
（
段
）
向
藤
喜
春

（
筒
田
）
前
田
武
雄
（
萇
野
）
宮
田

フ
チ
エ
（
波
留
）
中
野
シ
ヅ
（
高
松
）

寺
下
シ
ヅ
子
（
槝
之
浦
東
）
渕
上
ム

ツ
子
（
山
下
馬
場
）
川
畑
和
代
（
仲

仁
田
）
遠
矢
孝
雄
（
鹿
児
島
市
）
浜

崎
セ
チ
（
浜
）
寺
下
利
成
（
槝
之
浦

西
）
福
田
健
二
（
浜
）

○
篤
志
寄
付

▽
辺
麦
行
治
▽
シ
ラ
イ
シ
▽
小
園
忠

※
敬
称
略

出
　
生
　
児
　
保
護
者
（
区
　
名
）

松
下
　
凜り

ん

忍
　
（

浦
　
）

瀬
戸
山
稀
凜

き

り

和
　
信
（
大
　
丸
）

本
　
神
威
翔

か

い

と

泰
　
博
（
上
　
野
）

久
木
田
　
航

わ
た
る

広
　
（
遠
　
矢
）

浜
元
　
海か

い

斗と

勝
　
広
（

潟
　
）

新
坂
　
勇は

や

翔と

貴
　
洋
（
中
　
村
）

柏
木
友
里
菜
　
善
　
則
（
上
　
原
）

奥
平
　
里さ

と

美み

俊
　
則
（
折
口
東
）

大
田
　
桃も

も

子こ

孝
　
幸
（
尻
無
下
）

花
木
　
麗れ

い

茂
　
（
上
　
野
）

花
木
　
瑞み

ず

穂ほ

勇
　
作
（
上
　
野
）

小
屋
敷
彩あ

や

夏か

貞
　
晶
（

潟
　
）

金
松
　
愛ま

な

海み

徹
　
也
（

浦
　
）

前
田
希
乃
華

の

の

か

敏
　
（
古
　
里
）

花
田
　
知ち

優ひ
ろ

義
　
浩
（
波
　
留
）

石
原
　
央お

う

羅ら

智
　
海
（
牧
　
内
）

※
敬
称
略

死
　
亡
　
者
年齢
（
区
　
名
）

簗
瀬
　
明
　
72
（
高
　
松
）
ク
　
ミ

松
永
ス
ミ
エ
94
（
大
　
丸
）
頃
　
利

福
田
サ
キ
エ
54
（

浜
　
）
健
　
二

堂
之
下
　
勉
71
（
黒
之
上
）
タ
　
エ

向
　
　
ス
イ
100
（
筒
　
田
）
藤
喜
春

河
野
　
成
章
63
（
脇
本
馬
場
）
武
田
紀
代
子

浜
崎
　
強
志
75
（

浜
　
）
セ
　
チ

川
畑
　
澄
子
73
（
的
　
場
）
折
田
洋
子

新
坂
　
幸
江
29
（
中
　
村
）
貴
　
洋

川
本
　
豊
志
84
（
新
　
町
）
シ
ナ
エ

洲
崎
サ
ツ
キ
78
（
黒
之
浜
）
孫
　
市

笹
原
九
州
雄
70
（
桐
野
上
）
サ
チ
子

辺
麦
フ
キ
ノ
94
（
萇
　
野
）
行
　
治

鬼
塚
　
宗
七
87
（

浜
　
）
ケ
サ
エ

尾
崎
　
ヨ
シ
76
（
尾
　
崎
）
利
　
明

野
中
太
兵
衛
83
（
波
　
留
）
ツ
　
ヨ

渕
上
　
實
光
74
（
山
下
馬
場
）
ム
　
ツ

山
本
　
フ
ジ
90
（
上
　
野
）
笠
井
政
江

寺
下
喜
左
衛
門
94
（
槝
之
浦
西
）
利
　
成

遠
矢
ミ
ツ
ノ
90
（
横
　
手
）
孝
　
雄

有
田
　
貞
雄
78
（
上
　
野
）
サ
　
チ

海
平
　
末
松
85
（

段
　
）

敏

若
松
　
奨
　
90
（
尻
無
上
）
ヨ
シ
子

中
原
　
ミ
ヤ
84
（
筒
　
田
）
良
　
雄

川
畑
　
春
義
78
（
的
　
場
）
チ
エ
ノ
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阿阿
久久
根根
市市
職職
員員
人人
事事
異異
動動

ゆ

り

な

◇日時 ８月７日（水）
９時30分～15時30分

◇場所 市役所市民相談室

◇７月１６日
◇８月　６日・２０日
時　間 10時～10時30分
場　所 保健センター

休日の在宅医さん
○７月20日（海の日）
林胃腸科外科　　1&3３６３９

（大　丸）
福原歯科医院　　1^3２５０１

（出水市緑町）
○７月21日
植村整形外科　　1&2１０４１

（ 段　）
脇本病院　　　　1&5２１２１

（槝之浦西）
塩山歯科医院　　1^2２６３４

（出水市本町）
○７月28日
有村産婦人科内科1&3４１８０

（上　野）
児島歯科医院　　1*6１２６６

（東町鷹巣）
○８月４日
上園医院　　　　1&3１０５５

（ 町　）
田代歯科医院　　1^7１２０６

（出水市明神町）
○８月11日
内山病院　　　　1&3１５５１

（高　松）
よしもと歯科医院1&5３３３３

（下　村）
○８月14日
村岡歯科医院　　1^2０６０１

（出水市昭和町）
○８月15日
村岡歯科医院　　1^2０６０１

（出水市昭和町）
○８月18日
鶴見医院　　　　1&3０５５３

（大　丸）
宮薗歯科医院　　1&3３２２２

（大　丸）
○８月25日
喜多医院　　　　1&2００３８

（大　丸）
黒木胃腸科外科　1&5０２００

（下　村）
福原歯科医院　　1^3２５０１

（出水市緑町）



－18－

人　　口
7月1日現在（ ）は前月比
人　口　26,426人（－08）
男　　12,298人（－11）
女　　14,128人（＋03）

世帯数　10,759戸（＋12）
出 生016人 死 亡024人
転 入051人 転 出051人

◆趣味は何ですか・・・・・スノーボードです。
◆性格を自己分析してください・・・

のんびり屋でわがまま。
◆理想の異性像は・・・・・一緒にいて楽しい人。
◆最近夢中になっていることは何ですか・・・

最近は、よく友達と夕方の静かな海岸に出かけ
ています。潮風の中で、のんびり過ごす時間が、
とても気に入っています。

◆将来の夢は何ですか・・・
消防団員って見ていてかっこいいですよね。今、
女性消防団員に憧れています。
介護福祉士の資格を持っているので、将来は福
祉関係の仕事に携わりたいと思っています。

◆阿久根について一言・・・
若者が地元に残れるような働く場所がもっとあ
ればいいなと思います。阿久根に帰ってきて、
本当に星と海がきれいだと思いました。都会的
なものより田舎ならではの、この自然をもっと
いかして欲しいと思います。

次は
迫田　香織　さん（大尾区）あなたの番です。

■編集／発行　阿久根市役所総務企画課
〒899-1696 鹿児島県阿久根市鶴見町200番地

■阿久根市ホームページ　URL＝http://www.city.akune.kagoshima.jp/

2002年 ７月号
<666

▽
阿
久
根
大
島
で
バ
ン
ビ
が
生
れ
た

と
聞
い
て
さ
っ
そ
く
島
を
訪
れ
て
み

ま
し
た
。
警
戒
心
が
強
く
な
か
な
か

近
寄
れ
な
い
の
で
す
が
、
こ
の
日
は

運
良
く
親
子
連
れ
で
カ
メ
ラ
の
前
に

姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
年
も

あ
の
つ
ぶ
ら
な
瞳
で
島
を
訪
れ
る
多

く
の
人
々
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
▽
平
成
11
年
秋
の

台
風
18
号
で
は
阿
久
根
大
島
も
大
き

な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の

翌
年
、
バ
ン
ビ
の
数
が
激
減
。
強
風

で
多
く
の
松
が
倒
れ
シ
カ
た
ち
の
住

処
や
隠
れ
る
場
所
が
な
く
な
り
外
敵

に
や
ら
れ
た
の
で
は
と
心
配
し
た
も

の
で
す
が
、
市
民
を
は
じ
め
関
係
者

の
努
力
に
よ
り
島
の
自
然
も
順
調
に

回
復
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
▽
夏
本

番
、
待
望
の
シ

ー
ズ
ン
到
来
Y

あ
の
愛
ら
し
い

シ
カ
た
ち
に
、

ま
た
会
い
に
行

っ
て
み
よ
う
か

と
思
い
ま
す
。

ぼくたち折多陸上スポーツ少年団は

小学３年生から６年生までの計31名で

活動しています。

毎週水・金曜日は、折多小学校のグ

ラウンドで迫田コーチ、吉田コーチの

指導のもと、元気で楽しく頑張っています。

また、土曜日は阿久根市陸上競技場で市内の小学校３

校が集まり、合同練習をしています。

７月には鹿児島大会を控えているので、みんなそれぞ

れの目標に向かって一生懸命練習をしています。

キャプテン　折多小６年　倉津　翔平

─　折多陸上スポーツ少年団　─


